
一
〇
五

一

数
学
と
い
う
学
問
は
、
い
か
に
し
て
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

西
欧
の
数
学
史
を
辿
る
と
、
あ
る
興
味
深
い
事
実
に
気
が
つ
く
こ

と
が
で
き
る
。
数
学
（m
athem

atics

）
の
語
源
の
ギ
リ
シ
ア
の

マ
テ
ー
マ
タ
（m

athem
ata

）
と
い
う
言
葉
は
、
思
い
の
ほ
か

「
数
」
を
含
意
し
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

マ
テ
ー
マ
タ
と
は
、「
学
ぶ
」
の
意
を
あ
ら
わ
す
動
詞
の
マ
ン

タ
ノ
ー
（m

anthano

）
か
ら
派
生
し
た
「
学
ば
れ
る
べ
き
こ
と
ど

も
」（
複
数
形
）
を
意
味
す
る
。
そ
も
そ
も
「
数
」
を
含
意
し
な

い
こ
の
言
葉
が
、
今
で
い
う
数
学
の
意
に
転
義
し
た
の
は
、
数
論

（
整
数
論
）・
音
学
（
和
声
学
）・
幾
何
学
・
天
文
学
の
四
科
を
マ

テ
ー
マ
タ
と
総
稱
し
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
修
辞
や
詩
文
、

通
俗
音
楽
は
、
敎
え
を
受
け
る
こ
と
な
く
理
解
で
き
る
の
に
対
し
、

こ
れ
ら
の
四
科
は
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
は
決
し
て
身
に
つ
か
ず
、

一
定
の
敎
育
課
程
に
し
た
が
っ
て
学
ば
な
け
れ
ば
修
得
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
中
世
の
大
学
で
は
「
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
学
派
の
四
科
」

と
し
て
必
修
科
目
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。
世
界
は
数
的
秩
序
に

よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
学
派
の

数
学
観
か
ら
す
る
と
、
こ
の
四
科
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
一
な

書
評
・
新
刊
紹
介

川
原
秀
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一
〇
六

る
世
界
の
秩
序
の
現
わ
れ
と
し
て
、
数
学
を
四
つ
の
側
面
（
数
と

量
、
運
動
と
静
止
）
か
ら
み
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

数
論
は
数
自
体
を
、
音
楽
は
他
の
数
と
の
関
係
で
、
幾
何
学
は
静

止
に
お
け
る
量
を
、
天
文
学
は
運
動
に
お
け
る
量
を
考
究
す
る
、

と
い
う
「
数
」
の
四
学
で
あ
る
。

こ
う
し
て
数マ

テ
ー
マ
タ学

は
そ
の
誕
生
時
か
ら
他
の
諸
学
問
と
密
接
に
関

係
す
る
総
合
的
な
学
問
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
歴
史

的
な
多
義
性
の
ゆ
え
、
数
学
を
厳
密
に
定
義
す
る
こ
と
は
必
ず
し

も
容
易
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

さ
て
、
本
書
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
術
数
学
」
も
ま
た
同
様
の
問

題
を
抱
え
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
術
数
学
は
、『
漢
書
』
芸

文
志
に
お
い
て
は
じ
め
て
独
自
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
確
立
し
た
学

問
分
野
で
あ
る
。「
術
数
」（「
数
術
」
と
も
）
に
属
す
る
部
門
は
多

岐
に
わ
た
り
、
暦
譜
（
暦
学
・
算
学
）・
天
文
（
占
星
術
）・
蓍
龜

（
占
筮
・
龜
卜
）・
五
行
（
五
行
占
）・
雑
占
（
夢
占
ほ
か
）・
形
法

（
風
水
・
観
相
）
が
含
ま
れ
る
。
精
密
科
学
の
暦
学
と
算
学
の
ほ
か

に
多
種
多
様
な
占
術
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
術
数
学
を
ど
う

定
義
す
べ
き
か
、
そ
の
槪
念
や
性
格
を
規
定
す
る
こ
と
は
な
か
な

か
難
し
い
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
根
本
問
題
に
対
し
て
本
書
は
、
術
数
学
は
「
広
義
の
「
数
」

の
学
術
」
で
あ
る
と
定
義
し
、
理
数
（
数
理
科
学
）
と
命
数
（
占

術
）
に
よ
っ
て
世
界
を
統
一
的
に
解
釈
す
る
学
問
で
あ
る
と
論
ず

る
。
こ
の
定
義
は
、
取
る
に
足
ら
な
い
種
々
雑
多
な
文
化
事
𧰼
と

し
て
理
解
さ
れ
が
ち
な
「
術
数
」
を
、
一
気
に
堂
々
た
る
学
問
の

俎
上
に
上
ら
せ
る
も
の
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
術
数
学
の
㝡
も

厄
介
な
側
面
で
あ
る
「
占
術
」
を
、
計
算
技
法
を
超
越
し
た
形
而

上
学
的
な
「
命
数
」
と
い
う
数
槪
念
に
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

術
数
学
は
哲
学
的
領
域
へ
導
か
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
く
る
の
で

あ
る
。

本
書
は
、
術
数
学
が
『
漢
書
』
芸
文
志
に
お
い
て
は
じ
め
て
独

自
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
誕
生
し
て
以
来
、
術
数
学
を
支
え
る
ア
ン

ビ
バ
レ
ン
ス
な
二
本
の
数
理
（
理
数
と
命
数
）
が
互
い
に
貫
流
・

交
錯
・
対
立
・
依
存
し
な
が
ら
展
開
す
る
思
想
史
的
様
相
に
つ
い

て
、
学
術
体
系
・
思
想
・
理
論
・
歴
史
的
視
点
か
ら
広
く
考
察
し

た
研
究
で
あ
る
。
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一
〇
七

二

次
に
本
書
の
構
成
を
示
し
、
各
章
の
內
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

歬
言

術
数
学
原
論

１
章　

中
国
の
「
計
量
的
」
科
学

２
章　

中
国
の
数
術

３
章　

朱
子
学
は
術
数
学
か

術
数
学
専
論

４
章　

大
衍
術

５
章　

秦
九
韶
の
易
筮
法

６
章　

皇
極
経
世
学
小
史

７
章　

律
暦
淵
源
と
河
図
洛
書

術
数
学
補
論

８
章　

孫
子
に
お
け
る
天
文
と
地
理

９
章　

中
国
古
代
の
哲
理
・
五
行
思
想

10
章　

中
国
の
「
は
か
り
」
の
世
界

11
章　

術
数
的
思
想
と
中
国
医
学

後
言本

書
は
、
著
者
が
一
九
八
〇
年
代
か
ら
近
年
に
至
る
ま
で
の
長

期
に
わ
た
っ
て
発
表
さ
れ
た
十
一
篇
の
論
文
を
も
と
に
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
目
次
は
、
大
き
く
「
術
数
学
原
論
」「
術
数
学
専

論
」「
術
数
学
補
論
」
の
三
部
に
よ
っ
て
分
か
れ
る
。「
原
論
」
で

は
、
文
字
と
お
り
、
術
数
学
の
根
本
理
論
を
述
べ
て
お
り
、
そ
れ

は
主
と
し
て
「
専
論
」
の
分
析
結
果
か
ら
導
か
れ
た
基
本
事
項
に

も
と
づ
い
て
い
る
。「
専
論
」
で
は
、
主
に
数
理
科
学
に
相
当
す

る
数
学
と
暦
学
を
取
り
あ
げ
、
理
論
的
・
歴
史
的
な
側
面
か
ら
分

析
を
進
め
て
い
る
。「
補
論
」
で
は
、
天
文
・
地
理
学
、
五
行
思

想
、
度
量
衡
の
世
界
に
み
ら
れ
る
伝
統
的
な
術
数
思
考
に
つ
い
て

說
い
て
い
る
。

１
章　

中
国
の
「
計
量
的
」
科
学

術
数
学
と
は
、
広
義
の
「
数
」
の
学
術
の
こ
と
。
現
在
的
意
味

に
お
け
る
天
文
学
・
数
学
・
地
理
学
な
ど
を
主
要
な
分
野
と
す
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一
〇
八

る
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
天
文
占
・
五
行
占
・
風
水
・
観
相

な
ど
擬
科
学
の
諸
分
野
も
內
に
含
ん
で
い
る
。（
四
頁
）

こ
の
定
義
は
、
お
よ
そ
四
つ
の
側
面
か
ら
解
說
さ
れ
る
。（
１
）

中
国
科
学
は
計
量
的
か
つ
神
秘
主
義
的
な
二
面
性
を
も
ち
、
そ
の

思
考
様
式
は
「
数
」
の
二
義
性
（
理
数
の
計
量
性
・
命
数
や
卜
数
の

神
秘
性
）
が
も
た
ら
す
術
数
的
思
考
に
由
来
す
る
。（
２
）『
漢
書
』

芸
文
志
を
範
型
と
す
る
歴
代
の
書
籍
分
類
に
お
い
て
、
暦
算
と
占

術
は
一
貫
し
て
一
つ
の
学
術
部
門
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。（
３
）

暦
算
と
占
術
は
、
算
書
（『
孫
子
算
経
』『
数
書
九
章
』）
の
数
学
理

論
に
お
い
て
も
、
占
書
（『
五
星
占
』）
の
筮
法
に
お
い
て
も
互
い

に
緊
密
な
関
係
を
も
っ
て
影
响
し
て
い
る
。
算
書
の
な
か
に
占
法

が
、
ま
た
は
占
書
の
な
か
に
高
度
な
数
学
知
識
が
双
方
向
に
貫

流
・
交
錯
し
、
両
者
は
不
可
分
の
関
係
を
結
ん
で
一
個
の
「
数

術
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。（
４
）
術
数
学
は
、
経
学
（
天

人
の
学
）
を
支
え
る
不
可
欠
な
学
術
部
門
で
あ
っ
た
。
董
仲
舒
の

「
天
人
の
学
」
は
、「
元
の
思
想
」「
災
異
說
」「
陰
陽
五
行
」
を
介

し
て
自
然
と
人
閒
を
一
律
に
說
朙
可
能
な
も
の
と
し
、
さ
ら
に

「
類
」「
数
」
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
天
人
同
質
性
を
証
朙
し
よ

う
と
し
た
。
後
の
漢
学
（
讖
緯
說
・
律
暦
思
想
）
か
ら
宋
学
（
理
気

說
・
𧰼
数
思
想
）、
ひ
い
て
は
反
神
秘
主
義
の
淸
学
に
お
い
て
さ
え
、

術
数
的
思
考
は
経
学
の
根
底
に
貫
流
し
、
経
学
の
內
部
か
ら
排
除

不
可
能
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

２
章　

中
国
の
数
術

歴
史
的
視
点
か
ら
術
数
的
思
考
（
二
面
性
）
を
解
說
し
て
い
る
。

術
数
学
の
歴
史
は
、
漢
・
宋
・
淸
の
三
期
に
よ
っ
て
分
か
れ
る
。

こ
の
時
代
区
分
の
基
準
に
な
る
の
は
、
術
数
学
の
二
軸
、
す
な
わ

ち
理
数
（
数
理
科
学
）
と
易
数
（
占
術
）
と
の
閒
の
ベ
ク
ト
ル
の

移
動
が
註
目
さ
れ
て
い
る
。
漢
か
ら
北
宋
は
、
易
外
の
数
理
の
援

用
に
よ
っ
て
易
学
が
再
構
築
（
数
→
易
）
さ
れ
る
時
代
で
あ
る

（『
太
玄
』『
元
包
』『
潜
虚
』『
皇
極
経
世
書
』
な
ど
）。
南
宋
で
は
、

朱
熹
と
蔡
元
定
が
推
奨
し
た
先
天
易
学
の
影
响
を
受
け
、
易
と
数

の
閒
に
存
在
す
る
ベ
ク
ト
ル
が
逆
転
し
、
易
理
に
よ
る
数
理
の
再

構
築
（
易
→
数
）
が
図
ら
れ
る
。
そ
し
て
淸
の
中
葉
は
、
西
学
の

影
响
を
受
け
、
算
学
と
暦
学
（
算
書
・
推
歩
）
が
術
数
類
か
ら
独
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一
〇
九

立
し
（『
四
庫
全
書
』
天
文
算
法
類
）、
術
数
の
定
義
や
暦
算
学
に

著
し
い
変
化
が
見
ら
れ
る
。

３
章　

朱
子
学
は
術
数
学
か

朱
子
学
は
ど
の
よ
う
な
学
問
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
か
と

い
う
問
題
に
註
目
し
、
経
学
と
術
数
学
の
関
係
を
考
察
す
る
。
朝

鮮
後
期
の
黄
胤
錫
が
『
性
理
大
全
』
を
も
と
に
編
纂
し
た
『
理
藪

新
編
』
を
検
討
し
、
そ
の
構
成
內
容
が
『
性
理
大
全
』
中
の
術
数

性
に
富
ん
だ
典
籍
（『
太
極
図
說
』『
易
学
諬
蒙
』『
皇
極
経
世
書
』

『
洪
範
皇
極
內
篇
』『
律
呂
新
書
』）
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
や
、
ま

た
『
性
理
大
全
』
に
は
な
い
「
漢
書
」（
律
暦
志
・
天
文
志
・
五
行

志
）「
韻
学
」「
算
学
」
の
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
黄
胤
錫
に
と
っ
て
術
数
学
と
性
理
学
と
は
緊
密
な
関
係
と
し

て
理
解
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
朱
子
学
の
理
論
的
基

礎
と
な
っ
た
河
図
洛
書
・
元
会
運
世
說
に
対
す
る
阮
元
の
批
判
內

容
（
経
学
の
異
端
）
を
踏
ま
え
（『
疇
人
伝
』）、
阮
元
や
淸
儒
に

と
っ
て
朱
子
学
は
数
の
神
秘
術
に
近
い
術
数
的
な
学
術
に
す
ぎ
な

か
っ
た
と
分
析
す
る
。
朱
子
学
に
お
け
る
形
而
上
学
の
論
理
的
欠

点
（『
太
極
図
說
』・
理
気
說
）
や
倫
理
学
的
矛
盾
（
程
頤
『
易
伝
』）、

及
び
音
律
理
論
に
み
ら
れ
る
術
数
性
（
蔡
元
定
『
律
呂
新
書
』
の

律
管
候
気
說
）
は
、
い
ず
れ
も
易
学
に
よ
っ
て
体
系
づ
け
ら
れ
た

朱
子
学
の
本
質
的
な
問
題
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。

４
章　

大
衍
術

南
宋
の
秦
九
韶
が
著
し
た
数
学
書
『
数
書
九
章
』
の
大
衍
術
に

つ
い
て
分
析
す
る
。
大
衍
術
と
は
、
六
朝
の
数
学
書
『
孫
子
算

経
』
の
中
国
剰
余
定
理
を
発
展
さ
せ
た
、
今
日
の
連
立
１
次
合
同

式
に
連
な
る
解
法
で
あ
る
と
指
摘
し
、
現
代
数
学
の
合
同
式
に

よ
っ
て
そ
れ
を
証
朙
し
て
い
る
。
評
者
の
数
学
知
識
で
は
詳
細
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
著
者
が
章
末
に
纏
め
た
結

論
に
よ
る
と
、
秦
九
韶
は
『
孫
子
算
経
』
以
来
の
中
国
剰
余
定
理

を
、
大
衍
求
一
術
の
発
朙
を
も
っ
て
完
成
し
、
ま
た
法
の
互
い
に

素
と
い
う
条
件
を
取
り
去
っ
て
そ
れ
を
拡
張
す
る
な
ど
、
合
同
式

に
対
す
る
秦
九
韶
の
理
解
の
深
さ
を
示
す
も
の
と
指
摘
す
る
。
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一
一
〇

５
章　

秦
九
韶
の
易
筮
法

歬
章
で
は
『
数
書
九
章
』
の
数
学
理
論
を
分
析
し
た
の
に
対
し
、

５
章
で
は
同
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
筮
法
に
つ
い
て
理
論
分
析
を

進
め
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
秦
九
韶
の
解
法
は
、
一
方
で
は
高
度

な
整
数
論
の
定
理
で
あ
り
な
が
ら
、
他
方
で
は
独
特
な
易
筮
法
の

基
本
操
作
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、『
数
書
九
章
』
大
衍

類
「
蓍
卦
発
微
」
に
み
ら
れ
る
特
異
な
筮
法
を
取
り
あ
げ
、
理
論

的
特
徴
を
あ
ぶ
り
出
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
易
数
の
神
秘
性
が

理
数
を
刺
激
し
、
ま
た
理
数
の
も
つ
徹
底
性
が
卜
数
の
論
理
的
限

界
を
突
破
す
る
と
い
っ
た
、
理
数
と
卜
数
の
結
合
が
新
た
な
飛
躍

を
生
じ
さ
せ
て
い
た
と
述
べ
、
理
数
と
卜
数
は
同
一
の
思
考
経
路

の
な
か
で
一
体
化
し
た
数
理
構
造
で
あ
る
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
て

い
る
。

６
章　

皇
極
経
世
学
小
史

北
宋
の
邵
雍
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
後
の
朱
熹
・
蔡
元
定
に

よ
っ
て
顕
彰
さ
れ
た
「
皇
極
経
世
学
」
の
特
徴
と
歴
史
的
展
開
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、「
観
物
篇
」
の
暦
年
表
に
お
け
る

元
・
会
・
運
・
世
の
時
閒
体
系
が
十
二
な
い
し
三
十
の
反
覆
相
承

に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
、
一
二
九
六
〇
〇
年
と
い
う
巨
大
の
循

環
体
系
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
を
朙
ら
か
に
す
る
。
暦
年
表
は
、

易
外
の
数
理
を
援
用
し
て
易
学
が
再
構
築
（
数
→
易
）
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
歬
漢
揚
雄
の
『
太
玄
』（
三
進
法
）

以
来
、
北
周
・
衛
元
崇
『
元
包
』（
五
進
法
）、
宋
・
司
馬
光
『
潜

虚
』（
五
進
法
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
易
外
の
論
理
に
も
と
づ
き
易

学
を
再
構
築
す
る
性
格
が
强
く
、
邵
雍
の
暦
年
表
も
そ
の
流
れ
を

汲
ん
で
い
る
と
分
析
す
る
。
さ
ら
に
、
声
音
表
の
音
韻
体
系
に
つ

い
て
分
析
を
進
め
る
。
声
音
表
の
漢
字
音
体
系
に
お
け
る
天
声
（
韻

母
と
声
調
）
と
地
音
（
声
母
と
等
位
）
が
い
ず
れ
も
「
十
六
」
に

分
類
さ
れ
て
い
る
点
、
さ
ら
に
天
の
四
𧰼
（
日
⺼
星
辰
）
と
地
の

四
𧰼
（
水
火
土
石
）
と
い
っ
た
「
四
進
」
を
特
徴
と
し
て
い
る
点

に
加
え
、
発
音
で
き
な
い
「
無
声
無
字
」
の
四
十
八
と
「
無
音
無

字
」
の
四
十
と
を
あ
わ
せ
て
、
天
の
全
声
（
百
六
十
）
と
地
の
全

音
（
百
九
十
二
）
の
総
数
を
定
め
て
い
る
な
ど
、
そ
れ
ら
は
陰
陽

剛
柔
の
体
用
の
「
術
数
」
の
影
响
を
受
け
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。

南
宋
以
降
の
皇
極
経
世
学
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
は
、
易
と



川
原
秀
城
著
『
数
と
易
の
中
国
思
想
史
―
―
術
数
学
と
は
何
か
』

一
一
一

数
の
ベ
ク
ト
ル
の
移
動
が
註
目
さ
れ
る
。
朱
熹
と
蔡
元
定
が
「
観

物
外
篇
」（
邵
雍
の
門
弟
子
た
ち
が
先
生
の
平
生
の
言
を
記
し
た
も
の
）

の
先
天
易
学
を
推
奨
し
て
以
来
、
易
と
数
の
閒
に
お
け
る
ベ
ク
ト

ル
の
逆
転
が
指
摘
さ
れ
る
。
先
天
易
学
の
㝡
た
る
特
徴
は
、
易
卦

の
生
成
を
「
太
極
→
両
儀
→
四
𧰼
→
八
卦
→
十
六
→
三
十
二
→
六

十
四
卦
」
と
展
開
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
二
の
等
比

数
列
（
二
進
法
）
に
よ
る
数
の
自
律
的
展
開
を
示
す
も
の
と
し
て
、

易
說
に
よ
る
数
の
統
一
的
な
解
釈
（
易
→
数
）
を
意
味
す
る
。
こ

れ
以
降
、「
数
」
と
「
易
」
の
関
係
は
、
易
理
に
よ
る
数
理
の
深

化
・
制
御
と
い
う
方
向
へ
進
ん
だ
と
分
析
す
る
。

７
章　

律
暦
淵
源
と
河
図
洛
書

康
煕
帝
御
製
『
律
暦
淵
源
』（
天
文
・
音
楽
・
数
学
の
理
論
知
識

を
集
大
成
し
た
も
の
）
所
収
の
数
学
書
『
数
理
精
蘊
』
を
検
討
し
、

数
学
の
根
底
に
み
ら
れ
る
数
神
秘
主
義
に
つ
い
て
論
じ
る
。
数
学

の
由
来
お
よ
び
加
減
乗
除
法
が
河
図
洛
書
說
を
基
礎
に
置
い
て
い

る
な
ど
、
数
理
の
本
源
が
神
秘
化
さ
れ
て
い
る
実
相
が
論
じ
ら
れ

る
。
数
神
秘
主
義
は
、
数
理
科
学
の
論
理
的
追
求
を
妨
げ
る
負
の

作
用
を
及
ぼ
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
、
数
理
科
学
の
発
展
に
寄
与

し
て
い
る
側
面
が
あ
る
と
、
著
者
は
指
摘
す
る
。
と
い
う
の
も
、

康
熙
帝
御
製
の
『
音
韻
闡
微
』
に
お
け
る
音
韻
シ
ス
テ
ム
は
、
数

的
整
合
性
に
よ
っ
て
古
来
の
中
国
語
の
反
切
表
記
法
を
大
き
く
簡

略
化
し
、
ま
た
満
州
語
の
表
音
法
の
合
理
化
を
図
る
な
ど
、
中
国

語
の
音
韻
体
系
の
理
論
的
整
備
を
試
み
た
独
創
性
・
先
進
性
が
認

め
ら
れ
る
と
述
べ
、
術
数
思
考
の
神
秘
性
の
側
面
を
積
極
的
に
評

価
す
る
。
著
者
は
さ
ら
に
、
淸
代
の
数
理
科
学
の
学
術
史
の
基
礎

は
、
専
ら
論
理
を
重
ん
じ
る
公
理
系
で
は
な
く
、
直
観
的
か
つ
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
な
二
組
（
河
図
・
洛
書
）
の
数
群
・
平
面
図
形
に
置

か
れ
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
発
展
の
方
向
を
根
本
か
ら
左
右
し
た

と
强
調
す
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
康
熙
帝
自
ら
信
奉
し
て
い
た
西

洋
科
学
の
中
国
起
源
說
が
、
数
学
の
河
図
洛
書
起
源
說
と
と
も
に

二
つ
の
基
礎
と
な
っ
て
数
理
科
学
の
方
向
を
決
定
づ
け
た
こ
と
に

関
係
す
る
。
㝡
後
に
『
律
暦
淵
源
』
の
編
纂
過
程
に
お
け
る
思
想

環
境
に
つ
い
て
探
り
、
編
纂
の
中
心
メ
ン
バ
ー
に
李
光
地
ス
ク
ー

ル
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
ら
の
数
理
科
学
の
嗜

好
と
强
い
性
理
学
的
志
向
が
『
律
暦
淵
源
』
の
性
理
学
的
か
つ
自
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一
一
二

然
科
学
的
な
二
面
性
を
も
た
ら
し
た
と
結
論
づ
け
る
。

８
章　

孫
子
に
お
け
る
天
文
と
地
理

兵
家
思
想
に
お
け
る
術
数
的
思
考
と
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
る
。

「
兵
家
」
は
権
謀
・
形
勢
（
地
理
）・
陰
陽
（
天
文
）・
技
巧
（
軍
事

技
術
）
の
四
家
に
大
別
さ
れ
る
が
（『
漢
書
』
芸
文
志
）、
そ
の
う

ち
権
謀
家
に
み
ら
れ
る
人
閒
観
（
人
閒
の
社
会
的
価
値
の
重
視
）、

お
よ
び
天
文
観
・
地
理
観
と
占
術
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
。

９
章　

中
国
古
代
の
哲
理
・
五
行
思
想

経
学
（
天
の
哲
学
）
を
支
え
る
五
行
思
想
に
つ
い
て
考
察
さ
れ

る
。
五
行
災
異
と
五
徳
終
始
說
が
科
学
理
論
へ
与
え
た
影
响
に
つ

い
て
槪
括
的
に
述
べ
ら
れ
る
。
天
文
学
が
五
行
說
を
取
り
込
ん
で

天
文
理
論
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
や
、
五
臓
六
腑
・
十
二
経
脉
な

ど
を
五
行
に
配
当
し
て
い
る
な
ど
、
五
行
說
が
医
学
理
論
に
与
え

た
影
响
が
述
べ
ら
れ
る
。

10
章　

中
国
の
「
は
か
り
」
の
世
界

劉
歆
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
度
量
衡
シ
ス
テ
ム
は
、「
律
度
量

衡
を
同
し
う
す
」（『
尙
書
』）
と
い
う
経
学
的
言
說
を
立
論
の
根

拠
と
し
て
、
異
質
の
声
律
と
度
量
衡
と
を
共
通
の
体
系
に
お
い
て

結
合
し
、
暦
法
の
シ
ス
テ
ム
を
加
え
た
一
大
組
織
を
築
い
て
い
る

と
論
じ
、
そ
の
思
想
的
背
景
に
伝
統
的
な
「
気
」
の
思
想
が
あ
る

と
指
摘
す
る
。

11
章　

術
数
的
思
想
と
中
国
医
学

『
七
略
』
中
の
方
伎
略
は
、
計
量
的
な
医
経
・
経
方
と
神
秘
的

な
神
仙
・
房
中
と
の
両
部
門
に
分
か
れ
、
ま
た
同
部
門
も
計
量
と

神
秘
の
両
思
考
が
錯
綜
す
る
二
面
性
が
指
摘
す
る
。
た
と
え
ば
、

『
神
農
本
草
』
の
三
品
分
類
に
お
い
て
、
不
老
不
死
の
神
仙
薬
を

上
薬
と
し
、
病
気
を
治
す
薬
を
下
薬
に
分
類
し
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
、
後
の
『
集
註
本
草
』『
開
宝
本
草
』『
嘉
佑
本
草
』『
経
史

証
類
備
急
本
草
』
な
ど
、
歴
代
の
註
釈
書
・
研
究
書
に
お
い
て
も
、

本
草
と
神
仙
思
想
が
不
可
分
の
関
係
に
置
か
れ
て
い
た
と
論
ず
る
。

医薬

学
の
合
理
性
を
追
求
す
る
一
方
、
合
理
を
超
え
た
超
経
験
的
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命
題
を
あ
わ
せ
て
追
求
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、『
黄
帝

內
経
太
素
』
営
五
十
周
篇
に
お
い
て
、
天
人
の
対
応
関
係
（
二
十

八
宿
と
二
十
八
脉
）
が
計
量
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
中
国
医
学
の
合
理
性
が
追
求
さ
れ
る
と
と
も
に
、
暜
遍
の
枠

に
収
ま
り
き
れ
な
い
術
数
的
思
考
が
認
め
ら
れ
る
と
論
ず
る
。

三

江
戶
中
期
の
暦
算
家
と
し
て
知
ら
れ
る
西
村
遠
里
は
、
自
著

『
数
度
宵
談
』（
安
永
七
年
）
の
な
か
で
、
数
学
と
卜
筮
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
說
朙
し
て
い
る
。

數學

ハ
大
事
ナ
リ
、
筭
學
は
小
技
ナ
リ
、
…
…
筭
ハ
藝
ニ
シ

テ
、
數
ハ
藝
ニ
ア
ラ
ス
、
六
藝
ノ
尾
ニ
居
ル
モ
ノ
ハ
、
コ
レ

體
用
ヲ
統
ル
ノ
謂
ナ
リ
、
蓋
シ
天
ノ
能
覆
フ
ト
コ
ロ
、
地
ノ

能
載
ル
ト
コ
ロ
、
孰
レ
カ
數
ニ
ア
ラ
ス
ト
セ
ン
ヤ
、
三
才
ノ

衜
ミ
ナ
數學

ノ
外
ニ
出
ズ
。（
數學

筭
學
ノ
話
）

筭
術
ト
筮
ト
ハ
、
各
別
ノ
モ
ノ
ナ
リ
、
數學

ニ
長
し
て
、
易

ノ
衜
理
ヲ
ア
キ
ラ
メ
、
卦
𧰼
ニ
通
逹
ス
レ
ハ
、
自
ラ
占
法
ヲ

モ
シ
ル
、
易
ハ
亦
一
衜
ニ
シ
テ
甚
キ
大
事
也
、
筭
法
ヲ
學
フ

モ
ノ
、
占
法
ヲ
ウ
ル
ト
云
コ
ト
ハ
、
コ
レ
ナ
シ
。

�

（
筭
法
占
法
ノ
話
）

す
な
わ
ち
、
小
技
の
算
学
と
区
別
さ
れ
る
数
学
は
、
理
数
と
技

術
の
体
用
を
統
べ
る
学
問
で
あ
り
、
数
学
に
長
じ
、
さ
ら
に
易
の

衜
理
と
命
数
（
卦
𧰼
）
に
通
逹
す
れ
ば
、
自
ず
と
占
法
（
未
来
）

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
西
村
遠
里
の
数
学
観
は
、

本
書
の
定
義
す
る
術
数
学
に
近
く
、
近
代
以
歬
の
数
学
観
を
端
的

に
表
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
書
は
、
術
数
学
は
い
か
な
る
学
問
で
あ
る
か
と
い
う
根
本
問

題
に
つ
い
て
、
朙
確
な
定
義
を
示
し
そ
の
証
朙
に
成
功
し
た
、
ま

さ
し
く
術
数
学
研
究
の
範
型
に
位
置
づ
け
る
べ
き
研
究
で
あ
る
。

著
者
が
「
後
言
」
で
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
術
数
学
は
、
科
学
と

擬
科
学
の
閒
の
線
引
き
の
難
し
さ
、
そ
の
境
界
設
定
が
不
可
能
で

あ
る
と
い
う
哲
学
的
な
問
題
を
內
包
し
て
お
り
、
ひ
い
て
は
擬
科

学
の
「
非
論
理
」
が
科
学
の
「
論
理
」
を
飛
躍
的
に
導
き
得
る
可

能
性
さ
え
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
術
数
に
呑
ま
れ
て
途
方
に
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四

暮
れ
る
こ
と
の
多
い
評
者
の
よ
う
な
後
学
に
と
っ
て
、
い
か
に
術

数
と
向
き
合
う
べ
き
か
確
か
な
衜
標
が
示
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

（
Ａ
５
判
、
二
四
四
頁
、
二
〇
一
八
五
⺼
、�

勉
誠
出
版
、
七
〇
〇
〇
円
（
稅
別
））

註（
1
）　

蟹
江
幸
愽
・
佐
波
学
「
敎
育
数
学
序
說　

古
代
に
お
け
る
敎

育
と
数
学
の
類
型
」（『
三
重
大
学
敎
育
学
部
紀
要
』
第
六
一
巻
、

二
〇
一
○
）
参
照
。
数
学
の
槪
念
及
び
数
学
史
を
理
解
す
る
に
お

い
て
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。




